
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全力を出し切る姿は格好いい 

校長 後藤 正美 

委員会や応援団で引っ張っていて、すごいと思います。私も６年生みたいにかっこい

い６年生になりたいです。  

これは、運動会終了後に（写真右）、５年生が６年生にプレゼントしたメッセージカード

に書かれていた言葉です。  

 

コロナ禍で運動会の景色は一変しました。１～３年生は、グラウンドに出続けて、全校

児童の大歓声の中で競技する経験も初めてでした。創立 150 周年記念運動会というと、費

用をかけた演出を思い浮かべがちですが、見小職員が目指したのは、「全校児童が主役の

運動会」「子供の姿で魅せる運動会」という当たり前のことです。子供たちや保護者の皆様

の大声援の中で、全力を出し切って競技する。以前は当たり前だったこうした風景に、改

めて感激した半日となりました。 

今年度は、連休後の限られた日数で準備を進めましたが、何よりも大切にしていたこと

は、運動会を通した子供たちの心の成長です。自分の力を出し切り、互いに認め合う姿や

達成感を大切にしました。当日が一番の楽しみとなるような運動会、「制限なし」をみんな

で喜び合える運動会。そして、半日だとしても全校で一体感をつくり、応援の前で全力を

出し切る絶好の機会にしたかったのです。  

特に「ひかり」学年は、最高学年としての力強い姿を、様々な場面で見せてくれました

（写真左）。後輩たちは、そんな６年生だからこそ、心からのメッセージを贈ったのでしょ

う。さらに言えば、リーダーの勇姿に、大きな憧れをもったに違いありません。「全力を出

し切る姿は恰好いい」という憧れ意識が、伝統として引き継がれたと確信します。  

 

最後に、昨年度と同じことを書きます。応援リーダーの声に合わせ、心を一つに応援を

やり遂げた見小っ子は、私たちの誇りであり、本当に素晴らしい子供たちです。 

保護者の皆様、地域の皆様、これからも素敵な子供たちをはぐくむために、教育活動へ

のご協力をお願いいたします。  
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